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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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☆組織の概況（5月31日現在）　組合員総数　5万0077人（5月の新加入者90人）　出資金総額　15億1020万8800円（1人平均　3万0158円）

新入医師に激励の声が飛ぶ

（
本
号
は
、
総
代
会
の
決
定
内
容
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
５
日
ほ
ど
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
）

総
代
会
特
集

総
代
会
特
集

　
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
て

　
２
０
２
４
年
春
時
点
で
、
津
軽
保
健

生
活
協
同
組
合
は
経
営
危
機
状
態
で

す
。
詳
細
は
専
務
の
報
告
で
触
れ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
急
速
に
資
金
の
流

出
が
進
み
こ
の
ま
ま
で
は
倒
産
の
危
機

に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
先
程
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
私
た
ち

は
非
営
利
共
同
の
事
業
体
と
し
て
、
津

軽
の
人
び
と
に
よ
り
作
ら
れ
た
生
活
協

同
組
合
と
し
て
70
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
社
会
的
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
か

ら
い
な
く
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
は

そ
の
始
ま
り
か
ら
一
貫
し
て
、
津
軽
の

人
び
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
経
済
的
状

況
に
関
わ
ら
ず
安
心
し
て
か
か
れ
る
医

療
介
護
事
業
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
差
額
ベ
ッ
ド
料
を
取

ら
ず
無
料
低
額
診
療
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、「
お
金
が
な
く
て
も
安
心
し
て

か
か
れ
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
、
生
活

の
不
安
に
対
し
て
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
た
制
度

利
用
を
支
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
キ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
組
合
員
と
と
も
に
人
権

と
公
正
が
貫
か
れ
ケ
ア
が
大
切
に
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
の
役
職
員

は
、
直
面
す
る
経
営
危
機
に
際
し
て
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
力
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
何
と
し
て
も
事
業
の
継
続
と
職
員

の
雇
用
・
生
活
を
守
り
そ
の
社
会
的
目

的
の
実
現
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
。
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
理

事
会
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
中
長
期
の

経
営
改
善
計
画
を
本
年
度
中
に
作
成

し
、
数
年
後
に
は
健
全
な
経
営
状
況
を

実
現
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
あ
ら
た
め
て
津
軽
保
健
生
活
協
同

組
合
設
立
の
原
点
に
立
ち
返
り
前
進
し

て
い
く
決
意
で
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

第
99
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

ご
あ
い
さ
つ理事長

伊藤　真弘

く
ら
し
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
営
み
を
通
じ
て
豊
か
な
生
活

が
実
現
で
き
る
平
和
で
公
正
な
社
会
の

実
現
で
す
。

　
そ
う
い
う
視
点
で
こ
の
数
年
の
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
代
を
俯
瞰
し
て

み
る
と
、
社
会
経
済
的
立
場
が
相
対
的

に
脆
弱
な
人
び
と
が
よ
り
大
き
な
影
響

を
受
け
、
貧
困
や
格
差
が
拡
が
る
社
会

状
況
が
蔓
延
し
ま
し
た
。
津
軽
保
健
生

活
協
同
組
合
の
各
事
業
所
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ

た
数
年
間
、
地
域
の
人
び
と
の
い
の
ち

と
健
康
そ
し
て
生
活
を
守
る
最
前
線
で

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
必
要
と

思
え
る
こ
と
を
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て

き
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
保
健
所

の
中
で
さ
え
「
困
っ
た
ら
健
生
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
医
療
要
求
に

対
し
て
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
昨
年
５
月
で
５
類
に
移
行
し
、

そ
の
後
各
種
補
助
金
や
政
策
的
支
援
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に

地
域
の
人
た
ち
の
受
診
行
動
も
変
化

し
、
ま
た
現
場
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

い
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
感
染
対
策
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
そ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
必
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
水
光
熱
費
の
大
幅
な
上
昇
や
医

療
材
料
費
の
高
騰
、
そ
し
て
今
年
の
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
実
質
マ
イ
ナ
ス

改
定
な
ど
、
医
療
介
護
活
動
の
経
営
的

な
負
荷
が
急
速
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
第
99
回
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
通

常
総
代
会
に
ご
出
席
の
皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
総
代
会
の
冒
頭
に
あ
た
り
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
津
軽
保

健
生
活
協
同
組
合
は
１
９
５
２
年
に
創

立
さ
れ
今
年
は
72
年
目
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
総
代
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
法
人
組
織
は
生
活
協
同

組
合
で
す
。
72
年
前
に
津
軽
の
貧
し
い

人
び
と
が
少
し
ず
つ
お
金
を
出
し
あ
い
、

志
を
と
も
に
す
る
医
療
者
が
力
を
合
わ

せ
て
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
を
作
り

ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合
と
い
う
組
織

は
い
わ
ゆ
る
非
営
利
共
同
の
組
織
で
す
。

　
原
点
は
健
や
か
に
幸
福
に

　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
が
実
現
し

よ
う
と
し
て
き
た
社
会
的
目
的
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
戦
後
間
も
な
い
１
９
５

２
年
と
72
年
が
経
過
し
た
２
０
２
４
年

の
現
在
は
、
社
会
の
様
相
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一

方
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
変
わ
ら
ず
常
に

私
た
ち
が
目
的
と
し
て
き
た
こ
と
は
、

津
軽
地
域
の
人
び
と
が
健
や
か
に
幸
福

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
そ
の
い
の
ち
と

一
、	

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
療
・
介
護
事
業
の
維
持
発
展
を
、
組
合
員
・
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
総
合
力
」
と
「
連
携
」
で
事
業
と
運
動
を
前
進
さ
せ
、

津
軽
に
お
け
る
医
療
生
協
組
織
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
。

一
、	

新
自
由
主
義
政
策
の
結
果
と
し
て
の
医
師
不
足
か
ら
医
療
崩
壊
を
防
ぎ
、
地

域
住
民
と
組
合
員
を
守
る
た
め
に
医
師
確
保
と
育
成
を
進
め
、
国
民
の
求
め

る
医
療
を
実
現
し
よ
う
。

一
、	

憲
法
を
守
り
生
か
し
、
大
軍
拡
・
改
憲
を
許
さ
ず
、
平
和
で
公
正
な
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
行
動
し
よ
う
。

総
代
会
の
流
れ

2024年度

こ
の
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
て

�

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
り
抜
こ
う

第
99
回 

通
常
総
代
会　
６
月
18
日
開
催

　第99回通常総代会は、６月18日午後12時30分から「藤崎町文化センター」
で開催されました。291名の総代（代理・書面を含む）が出席し、伊藤理事長のあ
いさつに続き、「監査報告」。村上渡専務から１、２号議案の「23年度の事業報
告・決算報告」、「24年度の事業計画・予算案」の提案が行われ、質疑応答があ
りました。３、４、５号議案では「役員報酬の承認」「役員選任の承認」｢監事
監査規則改定の承認」に関する件が提案され、質疑は１件のみで終了。そして各
議案の採決が行われ、全ての議案が賛成多数で承認されました。その後、第１回
理事会が開かれ、理事長に現職の伊藤医師が選出されました。また新入医師が壇
上にあがり自己紹介をして、最後に竹内一仁副理事長のあいさつで閉会しました。
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2023年度 経営活動 まとめ

2024年度 重要課題と予算方針

　全国の医療生協や民間病院の経営は大変厳しい状況にあります。日
本病院会、全日本病院協会および日本医療法人の３団体による
2023年度の経営調査によると、全国における赤字の病院の割合は
７割を超え拡大傾向と報告されています。健生病院では多くの救急患
者を受け入れ常に満床に近い状態で運営しているにも関わらず大きな
赤字となっています。コロナ禍以降、感染対策の強化や物価高騰によ
り費用が大きく増加しています。病院経営の厳しさの最大の原因は、
医療経営の実態に即していない不合理な診療報酬の引き下げであり、
24年度実施の報酬改定もマイナス改定となりました。

　津軽保健生協の23年度決算は△9.3億円の赤字となり、資金がこ
の１年で３億円以上減少しました。上半期のコロナ補助金約３億円を
含む到達です。
　事業収益は、103億7,485万円（予算△1,631万円、前年△
403万円）となりました。事業費用は116億7,995万円（予算＋４
億3,496万円、前年＋8,886万円）となりました。当期剰余金は△
９億3,285万円となり、予算対比で△４億5,916万円でした。前
期で累積剰余金が黒字となりましたが、再び累積赤字の状態となりま
した。純資産（累積剰余＋出資金）は10億4,183万円、自己資本比
率は7.8％となって前期より低下し、自己資本比率目標の30％とは
大きな開きがあります。自己資本率を高めるためには黒字確保と出資
金純増の両方が必要となります。

表
彰
の
部
一
覧

⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

　

三
大
支
部
：
白
鳥
班

　

田
舎
館
支
部
：
ゆ
り
こ
の
部
屋
班

　

板
柳
支
部
：
チ
ョ
コ
の
館
班

　

五
所
川
原
支
部
：
ね
ん
き
ん
班

　

小
泊
支
部
：
ハ
マ
ナ
ス
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

　

東
中
支
部
：
弥
生
班

⑵
総
代
・
支
部
役
員
・
担

い
手
と
し
て
活
動
し
５

年
を
経
た
組
合
員

　

時
敏
支
部
：
４
名

　

和
徳
支
部
：
４
名

　

河
西
支
部
：
２
名

　

下
町
支
部
：
２
名

　

大
成
支
部
：
４
名

　

三
大
支
部
：
５
名

　

文
京
支
部
：
２
名

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
５
名

　

五
中
支
部
：
４
名

　

東
中
支
部
：
１
名

　

南

支

部
：
４
名

　

南
石
川
支
部
：
２
名

　

北

支

部
：
１
名

　

岩
木
支
部
：
２
名

　

目
屋
支
部
：
１
名

　

黒
石
支
部
：
４
名

　

尾
上
支
部
：
５
名

　

田
舎
館
支
部
：
４
名

　

平
賀
支
部
：
４
名

　

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
５
名

　

浪
岡
支
部
：
３
名

　

常
盤
支
部
：
２
名

　

板
柳
支
部
：
３
名

　

鶴
田
支
部
：
１
名

　

五
所
川
原
支
部
：
６
名

　

金
木
支
部
：
４
名

　

市
浦
支
部
：
１
名

　

木
造
新
田
支
部
：
３
名

　

深
浦
岩
崎
支
部
：
１
名

�

計
89
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
３
課
題
以
上
を
達

成
し
た
支
部
の
部

尾
上
支
部
、
板
柳
支
部
、
五
所

川
原
支
部
、
金
木
支
部
、
市
浦

支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上
増
や

し
た
支
部
の
部

黒
石
支
部
、
尾
上
支
部

＊
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
開
い
て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

時
敏
支
部
：
工
藤　

柳
子

　
　
　
　
　
　
　
　

津
川　

ツ
ヨ

　

和
徳
支
部
：
小
野　

知
子

　
　
　
　
　
　
　
　

保
村　

律
子

　

河
西
支
部
：
小
山
ツ
ル
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

館
山　

千
草

　

大
成
支
部
：
野
呂　

レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　
　

信

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

万
里

　
　
　
　
　
　
　
　

舘
山　

文
子

　

四
中
さ
く
ら
支
部
：
五
十
嵐
貞
子

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
木
村　

秀
子

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫　

愛
子

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

尚
子

　
　
　
　
　
　
　
　

三
尾　

信
子

生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・

�

担
い
手
で
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部
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2024年度テーマ
誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへの挑戦
～津軽保健生協の経営を守り、多様な参加で組合員が主人公の事業と
運動をともにつくろう
～医療福祉生協連の「組合員参加のあり方提言」を学び、地域や支部
の特性を生かした組合員参加のあり方を創り出そう
～平和な世界、持続可能な世界、人権が大切にされる誰一人取り残さ
れない社会をめざして行動しよう
「経営危機」に直面
　経営危機の根本的な原因のひとつは社会保障抑制政策です。医療・
介護・福祉報酬の大幅な引き上げを求めるとともに、社会保障全体を
増やすことをめざした国民的な運動が必要です。
　今の経営は本業である医療・介護・福祉事業で資金が減少しており、
最大の経営課題は費用の増加です。法人の収益と費用はいずれも健生
病院が66％を占めており、健生病院の経営改善なくして法人の経営
改善は実現しません。また藤代健生病院の経営構造が大きく悪化して
います。この２病院の経営改善を進めることが必要です。併せて増収
が見込める在宅・健診事業を拡大するため、具体策を立案・実行して
いきます。
　債務超過を回避して純資産を維持しつつ、24年度から４年で資金
の減少を止める５年間の改善計画（案）を提案します。
24年度必要剰余と剰余目標
　銀行借入金と組合債の返済資金、設備投資、退職金の支払いの原資
を賄いつつ、資金残高を維持するために必要な剰余金（必要剰余）は
1.15億円です。23年度の当期剰余金は△9.3億円であり、24年度
必要剰余との差は10.45億円、コロナ補助金分を含めるとさらに大
きな差です。診療報酬の大幅な引き上げがない中で、この差額を１年
で解消することは実質困難であるため、５年間の改善計画（案）にも
とづき24年度の剰余金目標を△6.5億円（前年＋2.8億円、コロナ
補助金補填分を含めると＋5.8億円）として予算編成に努めました。
　しかし、剰余金予算の到達は△6.7億円となり、目標を0.2億円
下回りました。

　次年度以降の計画を着実に実現させていくためにも、予算の超過達
成をめざして全役職員・組合員が奮闘します。
組合員活動の前進
　誰もが居心地よくくらせるまちづくりの実現のため組合員活動を前
進させ、その結果として組合員と出資金の純増達成をめざします。
医師確保、医師配置の課題
　初期研修医は医療活動や生協活動などの大事な後継者候補です。援
助していきましょう。
　本当の意味での医師の働き方改革は医師不足が解消されなければ実現
できません。医師増員運動、社会保障を拡充する運動を地域に拡げます。
　診療所やサテライトクリニック実現のための医師配置は継続する重
要な課題です。救急や当直を支える医師も不足しており、医師確保対
策のさらなる前進と在籍医師の研修成功が不可欠です。
職員の働き方や待遇の見直しを推進
　４週８休制度、定年延長、賃金規定、退職金制度、法人規定の休日
などを包括的に見直すことを推進します。
「組合員参加のあり方提言」
　医療福祉生協連の「組合員参加のあり方提言」を学び、深めます。
機関紙「健康」の活用
　「健康」は組合員と医療機関を結ぶ機関紙として1953年４月に発
刊され、組合員の組織化に大きな役割を果たしてきました。経営危機
打開、組合員活動の前進、組合員・出資金の拡大など、いま直面して
いる諸課題の達成を目指していくにも「健康」の活用をさらに進めて
いきます。
平和と人権を守る活動
　軍事大国化と戦争は、社会保障抑制、国民負担増、大増税の可能性
が高まり、いのちや人権の軽視や無視につながります。引き続き平和
憲法を守り抜き改憲を許さず、平和で公平な社会の実現をめざして学
び、行動しましょう。
　受療権を脅かし、無駄な税金を投入するマイナ保険証の強要と健康
保険証の廃止に断固反対します。
　能登半島地震の被害には長期的な支援が必要です。またこの地震に
より改めて危険性があらわになった原発は「要らない」の声を引き続
き上げていきましょう。
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2023年度 組合員活動 まとめ

2024年度 組合員活動 方針

　日本医療福祉生活協同組合連合会の「2030年ビジョン」、メイン
テーマ「誰もが健康で居心地よく暮らせるまちづくりへの挑戦」の実
践と、津軽保健生協の組織力を生かし「ひとりぼっち」の組合員を作
らない、「困った」に寄り添いながら、だれもが健康で平和にくらせ
るまちづくりに取り組みました。コロナウイルスの影響はありました
が、組合員とのつながりを維持するため、班会・支部レク・健康まつ
りなどの支部行事が旺盛に取り組まれ、コロナ禍前の活動に戻ってき
ました。
　生協四課題のなかで、尾上支部、板柳支部、五所川原支部、金木支
部、市浦支部の５支部が３課題を達成しました。

四課題の取り組み
❶仲間ふやし　年間目標2,500人に対して1,206人（目標比48％、
前年度比98.5％）です。自主目標を達成した支部・事業所は10支
部と健生黒石診療所でした。
　組合員の高齢化に伴い、自由脱退が2,031人、法定脱退が1,327
人あり、組合員数は2,152人の純減、総組合員数は5万人を切りま
した。
❷出資金ふやし　年間目標1.5億円に対して91,674,400円（目標比
61.1％、前年度比104.8％）の到達でした。増資者実人数は21,326
人と前年度を244人上回りました。また、口座振替による定期増資
者は109人になりました。支部独自の目標に対しては95.1％と大
奮闘をしました。自主目標を達成した支部・事業所は，15支部と津
軽医院でした。

　「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへの挑戦」、｢平和で
公平な社会の実現」を津軽保健生協の組織力を生かし、「困った」に寄
り添いながら、つながりを絶やさない組合員活動を目指します。2024
年度は法人経営を守るために、仲間ふやしと出資金ふやしの年間目標
にこだわった運動方針を別途提案し、理事会が先頭に立って取り組み
ます。
１　生協四課題の達成を目指します
　　❶仲間ふやし	 2,500人（支部900人、事業所1,600人）
　　❷出資金ふやし	 �2.5億円（支部8,000万円、事業所17,000

万円）
　　❸班づくり	 �59班（組合員1,000人以上の支部10人、

1,000人以下１班）
　　❹担い手づくり	 �235人（組合員1,000人以上の支部10人、

1,000人以下５人）
２　生協強化月間の取り組み
　　�　生協四課題の８割達成を目指します。秋の全国統一月間（10

月～11月）に合わせて行います。また支部では任意で２か月の
月間を設定して取り組みます。

３　班会およびたまり場づくりで健康づくり・安心づくりを広げます
　　�　健生病院の職員が考えた「健生病院班会メニュー」を活用し地域組

合員と職員の協同で健康づくりを広めます。町会やさまざまな団体
と連携して１支部１たまり場づくりを追求します。

４　�担い手づくりと支部運営
　　�　あきらめず、粘り強く担い手づくりに取り組みます。支部の抱

えている課題を理事会が援助し解決に向けて取り組みます。
５　個別課題の整理に取り組みます
　　①長期住所不明組合員の確認調査
　　②健康新聞の郵送を減らす取り組み
　　③事業所の組合員利用率の向上

❸班づくり　全体で新たに10班が結成され、2019年度以来の２桁
実績となりました。内訳は和徳支部２班、南中央支部１班、北支部１
班、黒石支部１班、尾上支部１班、平賀支部３班、浪岡支部１班。一
方で班の整理も行われ、登録は202班に減少しました。自主目標を
達成したのは６支部でした。
❹担い手づくり　到達は255人となり、法人目標（109％）、及び自
主目標（100％）を14支部が達成しました。

長期住所不明組合員の脱退処理
　定款第10条2項に基づき、音信不通の組合員1,657人（出資金
8,709,800円）のみなし自由脱退処理を行いました。なお、申し出が
あった場合は本人確認の上、再加入および返金の対応をいたします。

委員会のまとめ
組合員活動委員会 　コロナ禍による行動制限が緩和され、各支部で
レクリエーションや活動者交流集会などの支部行事に旺盛に取り組み
ました。秋の生協強化月間には地域の訪問行動を再開しました。
社会保障平和委員会　社会保障改悪阻止活動を進めました。
事業所利用ボランティア委員会　①虹の投書箱への対応。②患者相
談室での対応。③院内ラウンド開始。④ボランティア　院内ボラン
ティアを再開。⑤ボランティア学校を開催。
健康づくり委員会　地域まるごと健康づくり　①健康チャレンジ
2,357人が取り組む。②まちかど健康チェックを開催。③自治体と
の懇談。6自治体と懇談。④すこしお生活。塩分チェック943件、
みそ汁塩分チェック125件。⑤担い手育成。⑥班会メニュー増設。
教育委員会 　①通信教育の受講者50件。②生協学校の開催に41
人。③おらほのいいどご発表会に82人の参加。

委員会活動 方針
組合員活動委員会　津軽保健生協を含む全国の医療機関は、政府の社
会保障制度の削減の影響によりかつてない経営危機に直面していま
す。経営困難を乗り越えるために、地域組合員と職員が一丸となって
仲間増やし・出資金増やし運動に取り組みます。「組織部 LINE」を開
設しました。各支部・法人の様々な取り組みなど情報発信していきま
す。支部活動交流集会を開催します。
社会保障平和委員会　１安全安心の医療・介護の実現と、国民のいの
ちと健康を守る運動を進めます。２憲法を生かし、平和を守る運動を
進めます。３「平和と社会保障の学習会などを開催します。
事業所利用ボランティア委員会　昨年度の成果をさらに前進させます。
健康づくり委員会　健康づくりを通して、くらしとまちづくりを推進
します。①健康チェックを拡大します。②健康チャレンジ2,500人
を目標にします。③医療福祉生協の「８つの生活習慣と２つの健康指
標を広めます。④健康診断を勧め、病気の予防につなげます。⑤「す
こしお生活」（少しの塩で生活）を広め、食生活にいかします。⑥日常
に運動を位置づけられるよう健康教室に取り組みます。⑦子ども健康
教室を広めます。⑧フレイル・オーラルフレイルの予防活動に取り組
みます。
　ほかに自治体との懇談、健康づくり中央連絡会の活動などです。
教育委員会　１医療福祉生協の価値を学び、一人ひとりの「健康観」
を大切にする「人づくり」を進めます。２①通信教育受講の取り組み。
②生協学校。③おらほのいいどご発表会。④支部学習担当者会議。⑤
comcom購読の普及活動。

生協活動への率直なご意見募集中！（生協活動への率直なご意見募集中！（５００５００字程度）字程度）
〒036-8045　 弘 前 市 大 字 野 田 ２ 丁 目 ２ の １
津軽保健生活協同組合 機関紙編集委員会
Ｅ メ ー ル 　 k e n k o u @ t s u g a r u - h e a l t h . c o o p

2024
組合員の声
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事
態
は
昨

年
の
事
業
計
画
で
も
予
見
さ
れ
て
い
た

は
ず
。
見
直
せ
な
か
っ
た
最
大
の
要
因

は
何
か
。
組
合
員
の
高
齢
化
は
深
刻

で
、
担
い
手
の
高
齢
化
と
不
足
に
直
結

し
て
い
る
。「
組
合
員
参
加
の
あ
り
方

提
言
」
を
学
習
し
実
践
す
れ
ば
解
決
で

き
る
の
か
。

高
橋　
佳
孝　
総
代
（
五
所
川
原
支
部
）

ご
発
言 

議
案
書
で

は
経
営
困
難
が
強
調

さ
れ
、
そ
れ
を
知
っ

た
の
は
「
健
康
」
６

月
号
に
お
け
る
組
合
員
の
声
「
経
営
困

難
の
克
服
の
た
め
“
出
資
金
の
倍
増
”

を
」
で
あ
っ
た
。
同
じ
紙
面
に
村
上
専

務
の
「
経
営
上
の
問
題
点
」
が
セ
ッ
ト

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
生
協
は
ど
う

し
て
経
営
困
難
に
陥
っ
た
の
か
。
第
２

号
議
案
で
は
「
経
営
危
機
」
と
ま
で
表

現
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

「
健
康
」
で
は
経
営
悪
化
の
原
因
を
政

府
の
社
会
保
障
抑
制
政
策
、
利
用
者
の

自
己
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
、
急
激

な
物
価
高
騰
」
の
３
点
に
あ
る
と
し
て

い
る
。
議
案
書
で
も
「
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
改
定
の
抜
本
的
な
改
善
が
無

か
っ
た
」
と
し
て
経
営
不
振
の
責
任
を

国
に
な
す
り
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
全
国
の
医
療
機
関
が
等
し
く
被
っ
て

お
り
、
外
部
要
因
で
あ
る
。
経
営
と
は

外
部
要
因
の
環
境
下
で
行
う
も
の
だ
。

企
業
経
営
は
、
今
般
の
よ
う
な
荒
波
に

し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
る
。
そ
れ
に
備
え

て
財
務
の
健
全
化
や
自
己
資
本
の
強
化

に
努
め
、
経
営
体
力
を
蓄
え
、
向
か
っ

て
く
る
荒
波
を
し
の
ぐ
も
の
だ
。

　
私
は
昨
年
の
総
代
会
で
「
事
業
収
入

か
ら
事
業
費
用
を
差
し
引
く
事
業
剰
余

金
が
△
10
億
円
を
超
え
る
」
と
い
う
の

が
大
変
異
常
だ
と
指
摘
し
た
。
高
松
総

代
は
、
昨
年
も
「
こ
れ
で
は
数
年
の
う

ち
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
心
配
だ
」
と
ス
ト
レ
ー
ト

な
発
言
を
し
て
い
た
。
理
事
会
は
私
た

ち
の
発
言
を
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
の

か
。
私
に
は
不
作
為
と
し
か
映
ら
ず
、

準
備
を
怠
り
、
荒
波
に
備
え
う
る
体
力

を
構
築
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
た
め

に
今
般
の
事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
経
営
困
難
、
経
営
危
機
に
陥
っ

た
本
質
な
の
で
は
な
い
か
。

　
「
夏
期
一
時
金
の
増
額
に
よ
り
、
賞

与
が
大
き
く
予
算
超
過
し
た
」
と
あ

る
。
理
事
会
は
昨
年
度
の
総
代
会
に
損

失
予
算
案
を
提
案
し
、
私
は
反
対
し
た

が
、
圧
倒
的
承
認
の
も
と
成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
理
事
に
は
、
１
円
で
も

損
失
を
圧
縮
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た

と
私
は
解
す
る
。
予
算
執
行
者
は
当
然

に
予
算
の
精
神
を
順
守
す
る
義
務
を
持

つ
。
よ
り
に
よ
っ
て
こ
の
総
代
会
の
終

了
直
後
に
予
算
を
超
過
す
る
夏
期
一
時

金
を
執
行
し
た
。
総
代
会
決
定
に
背
を

向
け
た
行
為
で
は
な
い
か
。

　
労
働
組
合
と
の
交
渉
で
は
、
ま
だ
第

一
四
半
期
が
過
ぎ
た
ば
か
り
で
決
算
は

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
し
か
言
え

な
い
。
総
代
会
で
は
予
算
を
超
え
る
支

出
ま
で
承
認
し
た
の
で
は
な
い
。
監
事

は
「
不
正
の
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
理
事
会
の
行
為
は

悪
意
が
な
い
に
し
て
も
、
正
し
い
行
為

と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
私
は
理

事
長
を
含
む
役
職
員
の
皆
さ
ん
も
同
志

と
思
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
追
及
は
こ

の
場
限
り
と
す
る
が
、
予
算
を
超
過
す

る
出
費
に
反
対
し
た
理
事
は
何
名
い
た

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

浅
利　
直
志　
総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

72
年
に
及

ぶ
津
軽
保
健
生
協
の

歴
史
の
中
で
、
特
に

こ
の
３
年
間
あ
ま
り

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
健
康
を
守
り
、
検
査

や
治
療
の
最
前
線
に
立
っ
て
き
た
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
剰
余
金
は
９
・
３
億
円
の

赤
字
。
理
事
長
は
「
経
営
危
機
に
直
面

し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

が
、
私
は
経
営
困
難
に
直
面
し
て
い
る

と
伝
え
る
べ
き
と
思
う
。
そ
の
上
で
理

事
会
と
し
て
組
合
員
に
何
を
要
望
す
る

の
か
、
出
資
金
や
寄
付
、
ま
た
、
病
院

の
積
極
的
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ

と
明
確
に
は
っ
き
り
と
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
電
子
カ
ル
テ
の
入
れ
替
え
を
実
施
し

て
お
り
、
補
助
金
な
ど
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
財
源
を
示
し
て
ほ
し
い
。

藤
原　
竹
二　
総
代
（
北
東
支
部
）

ご
発
言 

二
次
救
急

に
つ
い
て
発
言
す

る
。
健
生
病
院
の
医

療
活
動
は
、
昔
か
ら

救
急
と
リ
ハ
ビ
リ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

心
臓
や
循
環
器
を
強
化
す
る
た
め
に
Ｉ

Ｃ
Ｕ
病
棟
を
つ
く
っ
た
り
、
最
近
は
消

化
器
セ
ン
タ
ー
と
い
う
形
で
外
科
と
消

化
器
内
科
が
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ア
に
な

り
、
色
々
と
工
夫
し
て
、
な
ん
と
か
健

生
病
院
を
よ
り
良
い
病
院
に
し
よ
う
と

努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
ひ
と
つ
は

質
問
で
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
内
容

と
は
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
最
近
救
急
外

来
を
受
診
し
た
患
者
が
、
救
急
輪
番
病

院
の
他
病
院
に
回
さ
れ
、
紹
介
状
無
し

と
い
う
理
由
で
７
０
０
０
円
も
余
計
に

受
診
料
を
取
ら
れ
、
そ
の
こ
と
で
津
軽

保
健
の
組
合
員
を
脱
退
す
る
人
も
い
た

と
い
う
こ
と
。
他
の
病
院
に
回
す
こ
と

は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
健
生
病

院
の
救
急
外
来
は
、
断
ら
な
い
救
急
、

24
時
間
対
応
を
ず
っ
と
実
践
し
て
組
合

員
の
信
頼
を
得
て
き
た
。
断
ら
な
い
救

急
外
来
の
維
持
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

村
上　
渡　
専
務

回　

答 

84
％
を
超
え
る
５
・
９
％
は
、

事
業
収
益
規
模
１
０
３
億
円
の
５
・

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

各
支
部
予
定

各
支
部
予
定

７/３（水）　大 成 支 部	� わとなの生き活きサークル　第２回
一代様巡り●黒石、碇ヶ関、大鰐方面

７/16（火）　常 盤 支 部	 支部レク●立佞武多の館、斜陽館
７/21（日）　黒 石 支 部	 支部レク●康楽館
７/25（木）　和 徳 支 部	 サロンつくし●革秀寺、弘前八幡宮
７/31（水）　四中りんご支部	 支部レク●青森港湾事務所、三内丸山遺跡
８/１（木）　南中央支部	 支部レク●未定

2024年度 まちかど健康チェックまちかど健康チェック
月　日 支部名 実施場所 時　間

7月5日（金） 文京支部 コープ西弘店 10：00-11：00
7月21日（日） 浪岡支部 いとく浪岡店 11：00-12：00
7月29日（月） 尾上支部 トライアル尾上店 10：30-11：30

第第
3434
回
　
回
　

西
北
健
康
ま
つ
り

西
北
健
康
ま
つ
り

日
時　

７
月
20
日（
土
）　

13
時
～
15
時
30
分

会
場　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」

　
　
　
（
つ
が
る
市
木
造
若
緑
）

参
加
費
無
料
（
出
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
）

主催　津軽保健生活協同組合
　　　西北健康まつり実行委員会

各支部役員または、組織部まで
☎ 0172-35-8933

お問い
合わせ

記
念
講
演

13：00～13：30 �
　オープニング
　　五所川原第一高校による津軽三味線演奏
13：40～14：00 �
　健康の達人　紹介と表彰（３人）
14：00～15：10 �
　記念講演「消化器センター創設」
15：10～15：30 �
　大抽選会　１等～３等以外の方にも景品あります
15：30 �
　閉会式

健康チェックコーナー（12時～15時30分）
出資金コーナー　　原爆パネルコーナー
平和喫茶コーナー

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

千
葉 

大
輔 

医
師

「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
創
設
」

‒

津
軽
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
し
て‒

消
化
器
セ
ン
タ
ー
長

健
生
病
院
副
院
長

１
号
車 

板
柳
町

板柳町 表町・海童神社 11:20

２
号
車 

中
泊
町

中泊町 薄市・澤田木工所前 11:15 ３
号
車 

中
泊
町・五
所
川
原
市

中泊町 小泊・農協ストア 10:50
〃 高増・旧屯所 11:30 〃 中里郵便局前 11:25 〃 下前・団地駐車場前 11:00
〃 文京町・板柳公民館 11:40 〃 津軽中里駅前 11:35 五所川原市 相内・市浦郵便局前 11:15
〃 いたや町・外川農機商会脇（自動販売機付近）11:45 〃 宮野沢・山本晃さん宅前 11:40 〃 旧白川商店前 12:00
〃 板柳中央病院前 11:55 〃 大沢内集会所前 11:50 生涯学習交流センター「松の館」�着 12:30
〃 掛落林バス停 12:05 〃 福浦・鶴寿荘前 11:55

生涯学習交流センター「松の館」�着 12:30 〃 豊岡・石川義一さん宅前 12:00
〃 豊岡・長幸商店前 12:05

生涯学習交流センター「松の館」�着 12:30

西
北
健
康
ま
つ
り

 

バ
ス
コ
ー
ス

�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
５
面
へ
つ
づ
く
）



第第738738号　号　20242024年７月１日年７月１日（（月月））（（55）） 健　　　康健　　　康

市
田　
　
緑

五
所
川
原
支
部

理
事　
７
期
14
年

舘
山　
政
信

板
柳
支
部

理
事　
４
期
８
年

西
谷　
俊
一

尾
上
支
部

理
事　
３
期
６
年

長
谷
川
誠
司

木
造
新
田
支
部

理
事　
２
期
４
年

後
藤　
昭
蔵

監
事　
２
期
４
年

岩
淵　
清
昭

平
賀
支
部

理
事斉

藤　
春
子

五
所
川
原
支
部

理
事

佐
々
木
睦
子

板
柳
支
部

理
事佐

藤　
　
久

岩
木
支
部

理
事鈴

木　
和
久

田
舎
館
支
部

理
事

須
藤　
優
子

黒
石
支
部

理
事野

崎　
克
行

木
造
新
田
支
部

理
事

新
任
理
事
紹
介

�

（
敬
称
略
）

退
任
理
事
・
監
事
紹
介

�

（
敬
称
略
）

も
ら
わ
な
い
と
経
営
的
に
は
成
り
立
た

な
い
。

　
「
経
営
危
機
」
と
い
う
言
葉
の
使
い

方
に
は
留
意
が
必
要
だ
が
、
公
認
会
計

士
の
方
が
決
算
を
見
て
、
津
軽
保
健
は

「
経
営
危
機
の
状
態
に
あ
る
」
と
所
見

で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も

ま
っ
す
ぐ
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
23
年
の
夏
期
一
時
金
増
額
は
23
年
決

算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
組
合

と
の
交
渉
の
中
で
22
年
度
に
出
し
た
黒

字
に
対
し
て
職
員
へ
の
還
元
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

そ
れ
に
答
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
22

年
度
は
10
億
円
近
い
黒
字
で
、
本
当
は

22
年
度
中
に
出
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思

う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
た
職
員
に

感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
で
増
額
す
る
こ

と
と
し
た
。
理
事
会
で
は
異
論
も
あ
っ

た
が
、
議
論
の
中
で
増
額
を
決
定
し
、

多
数
決
で
決
め
た
の
で
は
な
い
た
め
何

名
が
反
対
し
た
か
は
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。

　
組
合
員
に
対
す
る
要
求
を
、
は
っ
き

り
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
が

あ
っ
た
。
総
代
会
の
議
案
書
と
は
別
な

形
で
、
組
合
員
の
活
動
の
拡
大
、
出
資

金
拡
大
な
ど
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
救
急
車
や
救
急
輪
番
に
つ
い
て
は
、

泉
谷
事
務
局
長
が
答
弁
す
る
。

泉
谷　
雅
人　
事
務
長

回　

答 

高
松
総
代
の
救
急
搬
送
の
増

加
の
件
で
す
。
津
軽
圏
域
全
体
で
、
救

急
車
の
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
の
搬
送
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
弘
前
市
の
消
防
の

「
日
中
救
急
隊
」
と
い
う
取
り
組
み
で

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
の
制
度
設
計
と
し
て
は
、
ま
ず
は

急
患
診
療
所
を
受
診
し
、
対
応
で
き
な

け
れ
ば
二
次
救
急
の
病
院
を
受
診
す
る

流
れ
と
し
て
い
ま
す
。
二
次
救
急
病
院

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
が

そ
の
病
院
へ
直
接
行
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
病
院
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

市
と
し
て
は
公
表
を
避
け
て
い
ま
す
。

　
藤
原
総
代
か
ら
の
質
問
で
、
医
師
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。
医
師
の
業
務
は
非
常
に
過
酷
な
状

況
が
あ
り
ま
す
。
朝
、
病
院
に
出
勤

し
、
一
晩
泊
ま
っ
て
寝
な
い
で
仕
事
を

し
て
、
次
の
日
ま
た
ス
タ
ー
ト
す
る
。

30
～
40
時
間
く
ら
い
休
み
な
し
で
連
続

で
働
く
状
況
が
ざ
ら
に
あ
り
ま
す
。
救

急
当
番
の
日
は
寝
れ
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
救
急
車
が
来
る

の
で
寝
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
と
り
わ
け
長
時
間
労
働
が
全
国
的
に

問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
国
と
し

て
も
改
善
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
医
師
の
業
務
に
対
し
て
、

何
が
労
働
で
何
が
自
己
研
鑽
な
の
か
を

明
確
に
し
、
年
間
の
残
業
時
間
を
９
６

０
時
間
に
収
め
な
さ
い
と
い
う
事
で

す
。
そ
の
制
限
を
守
る
た
め
に
弘
前
大

学
、
弘
前
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

４
年
度
は
何
と
か
救
急
輪
番
制
度
を
維

持
で
き
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
未

知
数
で
す
。
健
生
病
院
で
も
可
能
な
限

り
断
ら
な
い
救
急
を
実
践
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
残
業
上
限
等
の
新
し
い
制

度
に
対
応
す
る
た
め
病
院
と
し
て
も
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案

高
松　
利
昌　
総
代　

ご
発
言 

本
年
４
月
の
月
次
決
算
は
経

常
利
益
で
△
１
億
２
８
７
０
万
円
、
予

算
対
比
で
△
４
１
１
０
万
円
。
12
倍
す

る
と
△
15
億
３
６
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
資
金
シ
ョ
ー
ト

を
起
こ
し
か
ね
な
い
。
５
月
の
経
営
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
今
後
４
年
間
で
全

役
職
員
参
加
で
必
ず
経
営
改
善
を
達
成

す
る
手
立
て
は
見
え
て
い
る
の
か
。

崖
っ
ぷ
ち
だ
と
い
う
共
通
認
識
で
経
営

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。

　
こ
う
い
う
重
大
な
議
論
を
す
る
総
代

会
が
、
一
人
４
分
と
い
う
発
言
時
間
の

制
限
は
止
め
て
、
討
論
の
や
り
取
り
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
健
生
病
院
の
班
会
メ
ニ
ュ
ー
を
全
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

介
護
保
険
制
度
や
子
育
て
支
援
金
制
度

に
つ
い
て
、
班
会
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の

学
習
会
に
自
前
の
講
師
を
派
遣
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

米
村　
榮
子　
総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

今
回
の
議

案
書
を
読
ん
で
感
じ

た
こ
と
。ひ
と
つ
は
、

私
た
ち
が
命
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
医
療
機
関
の
７
割

が
経
営
困
難
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
、
医
師
不

足
、
医
療
材
料
費
の
値
上
が
り
な
ど
、

ど
れ
も
み
な
国
の
施
策
の
失
敗
だ
と
考

え
る
。
大
多
数
の
国
民
を
無
視
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
、

組
合
員
、
手
配
り
さ
ん
、
班
の
数
が
だ

ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
常
盤

支
部
で
も
保
健
生
協
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
働
き
か
け
の
工
夫
が
必
要
。

最
後
に
、
津
軽
医
院
の
職
員
や
先
生
が

困
難
の
な
か
、
い
ま
も
診
療
を
続
け
て

い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

高
橋　
佳
孝　
総
代

ご
発
言 

当
生
協
は
、
非
常
に
財
務
が

悪
い
。
事
業
収
入
１
０
０
億
円
を
稼
ぐ

の
に
事
業
費
用
１
１
０
億
円
掛
け
て
い

る
。
そ
こ
を
抜
本
的
に
改
革
し
な
け
れ

ば
、
当
生
協
は
生
き
延
び
て
い
け
な

い
。
そ
の
改
革
を
現
場
で
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅

い
。
昨
年
の
事
業
計
画
に
第
５
次
中
長

期
事
業
計
画
に
着
手
す
る
と
書
か
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
か
ら
や
る
と
い
う
こ
と

で
遅
い
。

　

私
は
健
生
病
院
の
利
用
率
が
高
い

が
、
整
形
外
科
は
他
病
院
を
利
用
し
て

い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
生
病
院
に
完

全
に
切
り
替
え
た
い
（
笑
）。
も
し
み

な
さ
ん
が
ほ
か
の
医
療
機
関
を
利
用
し

て
い
る
な
ら
健
生
に
切
り
替
え
て
ほ
し

い
。
出
資
だ
け
で
利
用
し
て
い
な
い
組

合
員
も
い
る
と
思
う
。
そ
の
方
た
ち
に

働
き
か
け
る
に
は
、
健
康
づ
く
り
委
員

会
が
や
っ
て
い
る
「
健
康
づ
く
り
講

座
」
が
武
器
に
な
る
と
思
う
。
当
生
協

の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
。

浅
利　
直
志　
総
代

ご
発
言 

経
営
困
難
の
た
め
、
役
員
報

酬
の
引
き
下
げ
を
行
う
と
い
う
。
私
は

賛
成
だ
。
ま
た
、
津
川
先
生
の
時
代
か

ら
の
伝
統
で
あ
る
「
健
康
」
新
聞
も
削

減
に
踏
み
込
む
検
討
を
す
べ
き
だ
。
現

在
年
11
回
の
発
行
だ
が
半
減
さ
せ
て
も

よ
い
と
思
う
。
そ
の
よ
う
に
わ
か
り
や

す
い
形
で
経
営
の
困
難
な
状
況
を
組
合

員
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
当
生
協
は
１
３
０
０
人
が
働
き
、
女

性
職
員
も
多
い
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
改

善
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
た
め
、
専

門
家
を
入
れ
た
委
員
会
の
設
置
が
必
要

な
情
勢
で
あ
る
。
当
生
協
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

三
浦　
良
成
（
名
誉
役
員
）

ご
発
言 

２
０
２
３

年
度
は
償
却
前
経
常

剰
余
が
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
で
、
２
０
２
４

年
度
予
算
は
必
要
剰
余
に
６
・
５
億
円

届
い
て
お
ら
ず
、
大
き
な
資
金
流
出
を

招
く
経
営
状
況
で
あ
る
。
今
年
度
４
月

の
経
営
は
既
に
予
算
を
大
き
く
下
振
れ

し
て
い
る
。
経
営
の
基
本
は
費
用
の
削

減
だ
が
、
物
価
高
の
影
響
で
水
光
熱
費

と
材
料
費
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

よ
っ
て
今
後
の
対
策
で
は
、
人
件
費
の

削
減
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
徹
底
し
た
業
務
改
善
に
よ
る
各
部

署
職
員
定
数
の
見
直
し
、
県
連
加
盟
法

人
間
の
連
携
、
退
職
金
規
定
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、
人
件
費
の
圧
縮
を
断
行

す
る
必
要
が
あ
る
。
収
益
の
増
加
は
、

診
療
報
酬
に
対
応
し
た
病
棟
の
再
編
、

病
棟
の
更
な
る
高
稼
働
・
高
回
転
の
前

進
が
前
提
と
な
る
が
、
入
院
部
門
で
法

人
の
全
必
要
剰
余
を
獲
得
す
る
た
め
の

大
幅
な
収
益
増
加
は
厳
し
い
。
外
来
・

訪
問
診
療
・
健
診
を
伸
ば
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。　
　
　
　

　
野
田
の
生
協
会
館
は
立
地
も
良
く
よ

く
「
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
開

設
は
地
域
ニ
ー
ズ
に
も
合
致
し
て
い

る
。
健
診
の
展
開
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
訪
問
診
療
を
重
視
し
、
午
前

に
訪
問
診
療
、
午
後
と
夜
間
に
外
来
診

療
を
位
置
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
津
軽
保
健
生
協
最
大
の
経
営
危
機
を

脱
す
る
に
は
、
職
員
・
組
合
員
の
更
な

る
団
結
を
固
め
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え

ら
れ
る
全
て
の
経
営
改
革
を
断
行
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
常
務
理
事
会
、
理
事
会

を
あ
げ
て
抜
本
的
経
営
改
革
案
、
中
長

期
経
営
計
画
を
早
急
に
立
案
す
る
必
要

が
あ
る
。
各
分
野
の
責
任
者
と
の
綿
密

な
協
議
の
も
と
、
全
て
の
改
革
内
容
を

数
値
化
し
て
計
画
を
立
て
、
臨
時
総
代

会
の
開
催
で
経
営
改
革
方
針
の
集
中
討

議
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
社
会
保
障
抑
制
政
策
の
も
と
、
と
り

わ
け
診
療
・
介
護
報
酬
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
お
り
、
全
国
の
医
療
機
関
が
経
営

難
に
あ
え
い
で
い
る
。
今
こ
そ
全
国
民

的
運
動
に
よ
っ
て
病
院
・
事
業
所
存
続

の
た
め
の
た
た
か
い
を
展
開
し
、
地

域
・
国
民
の
財
産
で
あ
る
病
院
を
守
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
津
軽
保

健
が
そ
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
。

村
上　
渡　
専
務

回　

答 

５
月
の
経
営
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
は
、
剰
余
と
し
て
は
△
５
４
０
０

万
円
の
赤
字
だ
っ
た
が
、
予
算
と
の
比

較
で
は
プ
ラ
ス
の
７
０
０
万
円
で
あ
っ

た
。
２
か
月
で
△
１
億
８
２
０
０
万
円

の
赤
字
、
予
算
を
３
３
０
０
万
円
下
回

る
到
達
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
長
期
計
画
が
必
要
な
の
は
大
い
に

認
識
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
段
階
で
は

藤
代
健
生
病
院
や
診
療
所
を
ど
う
し
て

い
く
か
、
大
規
模
投
資
も
踏
ま
え
た
中

長
期
計
画
が
必
要
と
し
た
が
、
今
は
目

の
前
の
経
営
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

５
年
の
改
善
計
画
と
し
て
数
字
を
示
し

た
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容

で
実
現
す
る
か
と
い
う
点
で
は
ま
だ
不

十
分
で
、
今
後
こ
の
数
字
目
標
を
基
に

よ
り
詳
細
な
計
画
を
立
案
す
る
。

　
健
生
病
院
班
会
メ
ニ
ュ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
、
介
護
保
険
等
の
学
習
講

師
を
養
成
す
る
こ
と
の
要
望
は
前
向
き

な
提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

　
「
健
康
」
新
聞
の
削
減
検
討
と
い
う

ご
意
見
だ
が
、
む
し
ろ
「
健
康
」
の
内

容
充
実
と
活
用
で
経
営
困
難
打
開
や
組

合
員
活
動
の
前
進
を
切
り
拓
い
て
い
こ

う
と
い
う
提
案
で
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
対
応

し
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

す
す
め
る
と
い
う
目
的
で
今
期
、
学

習
・
教
育
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し

た
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
職
員
個
人
か

ら
総
務
部
に
直
接
相
談
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
お
り
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
対
応
す
る
た
め
の
規
程
も
定
め
て
い

る
。

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）
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　わが家の「ちくわ君」がひきこ
もった時の話です。ある日帰宅する
と、いつもにゃあにゃあ寄ってくる
猫２匹が片方しかおらず、家中を探
すと、彼は２階の小部屋の暗がり
にちんまりと丸まっていました。ど
こへ行くにもくっついてくる甘えん
坊が、上目遣いでこちらを見つめ、
じっと動かない。どうした？　具合
悪い？　いつも大喜びで食べるフー
ドを鼻先に近づけても無関心。
　ちくわ君は、多頭飼育崩壊のお
宅から飢餓状態で助け出された保
護猫です。何にでもがっつき厚かま
しい性格の割に、季節の変わり目
に調子崩したり、普通の仔猫が罹
るはずもない慢性歯肉炎だったり、
運動発達が悪くジャンプも苦手な、
ひよわボーイ。
　お腹を触っても胃腸炎の時みた
く嫌がる様子もなく、呑気に毛繕
いを始めるあたり、緊急事態ではな
さそう。そっと見守ることにして離
れると、そろりと出てきて水を飲み、
またひきこもる。翌朝も、おんなじ
場所で動かない。お皿を見せると
今度は一瞬嬉しそうに瞳を輝かせ
るけど、中身を覗いてにゃあ、とひ
と鳴き、そっぽ向く。口の周りをぺ
ろっとしたから、お腹はすいてる？　
試しにスペシャルおやつを持ってい
くと…すごい勢いで食べました。え
…まさかごはんに飽きてひきこもっ

てるんですか…？　そこからは召使
のようにひきこもり坊やへ御馳走を
運ぶ日々。歯肉炎が疼いて硬いフー
ドが嫌なの？ここ最近の寒暖差がし
んどかった？　それとも１階に粗相
の形跡があったから、縄張りを汚さ
れ怒った先住猫「おあげちゃん」
にボコボコにされた？（ツンデレ姉
さんは甘えん坊の弟分が憎たらし
かったのか、心なしか仔猫返りして
のびのびしてる感も…）。心配な
日々を過ごすうち、いつの間にか
何事もなかったかのように、ちくわ
君は脱ひきこもりを果たし、図 し々
く家中を闊歩する猫に戻ったのでし
た。フードも元通り。なんだったの
一体。
　精神科の仕事も、大体こんなふ
うです。言葉が通じぬ乳児につい
てあれこれ空想する母親のように
相手の心や事情を「物想い」、解
決方法も不確かな中で苦しさを共
に持ち堪える「容れ物」を担い、
少し状況がよくなった時は、結局な
んだったのか答えは分からないけれ
ど、変わったってことは、何かがよ
かったんだねってことで。少なくと
も、その人を心配して気に掛け、
空想し、関わりながら観察して。
地味な仕事ですが、その人が、前
よりちょっと広やかな雰囲気になっ
た時は、良かったねって、うれしい
ものです。

精神科 小鹿　瞳子

猫と、わたしの仕事の話

医師医師かからのらの紙ヒコーキ紙ヒコーキ ⑨⑨

各地各地でで熱心熱心なな討議討議

津津軽軽保保健健生生協協 健健康康づづくくりり委委員員会会

６月７月・９月１０月 毎週月曜日
（ 月 日、 月 日、 日、 月 日は土曜日）

９時３０分～１１時００分

参加費無料

来れるときの参加で結構ですが申込をお願いします。

会場：津軽保健生協会館
申込先：津軽保健生協組織部（ ）

スストトレレッッチチ教教室室

プログラム

－講話－

健康に関する講話、

身体の仕組みなど
（津軽保健生協職員、

ファルマ、ボランティア）

－ストレッチ－

筋肉の動かし方

ボール、セラバンド

体操など
（ひろさき健幸増進リーダー、

弘前市スポーツ指導員）

希望者には終了後に
フットケアも実施し
ます！（予約制）

日　程 ９時30分～10時　ミニ講話

第５回 ７月１日(月) 健生病院(５階東病棟のリハビリ)

第６回 ７月８日(月) 健生病院３階東(消化器センター)

第７回 ７月 13 日(土) 総合診療科松井Dr.( 受診時の困
りごとなど)

第８回 ７月 22 日(月) 藤代健生病院(ギャンブル依存症)

第９回 ７月 29 日(月) フットプリント・アンケート記入

ストレッチ教室予定表
―１回のみの参加でもOKです―
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緊
張
と
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
入
職
し
た
２
０
２
３

年
４
月
か
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
と
３
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
１
年
前

２
年
目
研
修
医

　
　
宮
澤
　
千
裕 

医
師

「
添
え
木
」
の
よ
う
に
支
え
る
存
在

の
私
は
、
何
を
す
る
に
も
自

信
が
な
く
、
不
安
で
い
っ
ぱ

い
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
一
時
期
は
心
身
の
不

調
か
ら
普
通
に
働
く
こ
と
が

難
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
先
輩
や
指

導
医
、
研
修
担
当
事
務
の

方
々
が
熱
心
に
支
え
て
く
れ

た
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
出
来

る
こ
と
が
増
え
、
医
学
を
学

ぶ
面
白
さ
や
患
者
さ
ん
と
関

わ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
の
時
、「
し
ば
ら
く
休

ん
だ
ら
？
」
で
は
な
く
「
低

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

空
飛
行
で
も
い
い
か
ら
頑
張

ろ
う
」
と
、
励
ま
し
て
く
れ

た
人
達
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

毎
日
元
気
で
働
け
て
い
る
い

ま
の
自
分
が
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
新
し
く
で
き
た
後

輩
や
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い

た
ら
、
そ
の
人
の
持
つ
力
を

信
じ
て
、「
添
え
木
」
の
よ

う
に
支
え
る
存
在
で
あ
り
た

い
で
す
。

　
さ
て
、
研
修
を
通
し
て
健

生
病
院
が
地
域
か
ら
愛
さ

れ
、
そ
し
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
日
々
実
感
し
て
い

ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
か
ら

「
亡
く
な
っ
た
家
族
が
健
生

病
院
に
か
か
っ
て
い
た
よ
」

と
聞
く
機
会
は
と
て
も
多
い

で
す
し
、
当
院
産
婦
人
科
で

出
産
し
、
そ
の
子
ど
も
が
小

児
科
に
か
か
る
方
も
と
て
も

多
く
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
月
１
回
の
班
会
や
平

和
行
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

校
に
参
加
し
、
沢
山
の
組
合

員
さ
ん
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
健
生
病
院
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
健
生
病
院
２
年
目
研
修
医

の
相
内
で
す
。
私
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
り
感
想
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
弘
前

２
年
目
研
修
医

　
　
相
内
　
一
朗 

医
師

大
学
へ
の
入
学
と
奨
学
金
制

度
を
機
に
青
森
民
医
連
と
出

会
い
、
６
年
間
奨
学
生
と
し

て
民
医
連
に
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
健
生
病
院
へ
入

職
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
学

生
時
代
の
臨
床
実
習
で
も
健

生
病
院
の
い
く
つ
か
の
診
療

科
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

研
修
医
が
成
長
で
き
る
環

境
、
指
導
医
の
先
生
に
よ
る

熱
心
な
指
導
体
制
、
温
か
い

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
雰
囲

気
に
魅
力
を
感
じ
た
の
も
入

職
い
た
し
ま
し
た
理
由
の
一

つ
で
す
。

入
職
し
て
か
ら
の
日
々
を
振
り
返
っ
て

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
い
ざ
研
修
医
と
し
て
の
生

活
が
始
ま
る
と
、
学
生
時
代

に
培
っ
て
き
た
知
識
を
現
場

で
生
か
す
こ
と
の
難
し
さ
、

様
々
な
オ
ー
ダ
ー
や
指
示
出

し
、
診
療
の
流
れ
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
、
患
者
さ
ん
を
目

の
前
に
し
て
も
右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
よ
う
な
毎
日
で
、

出
口
の
無
い
迷
路
を
彷
徨
う

よ
う
な
感
覚
が
長
く
続
い
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
医
師
と
し
て
と
い
う
前

に
社
会
人
と
し
て
生
き
て
い

く
難
し
さ
も
痛
感
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
・
患
者
・
患

者
家
族
な
ど
多
く
の
“
人
”

と
の
関
わ
り
が
避
け
ら
れ
な

い
こ
の
職
種
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
一
つ

で
信
頼
関
係
の
構
築
や
崩
壊

が
起
き
る
と
い
う
こ
と
を
何

度
も
思
い
知
り
ま
し
た
。

　
後
輩
の
研
修
医
の
先
生
も

迎
え
入
れ
、
１
年
先
輩
と
し

て
振
舞
い
な
が
ら
も
、
自
分

自
身
の
至
ら
な
い
点
を
思
い

知
る
毎
日
で
す
が
、
一
つ
一

つ
を
受
け
止
め
自
分
の
経
験

と
す
る
こ
と
で
一
歩
一
歩
成

長
し
て
い
き
た
い
な
と
考
え

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今
年

は
昨
年
よ
り
も
多
く
の
成
長

が
あ
る
１
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

応
募
方
法

１
太
陽
を
浴
び
て
肌
が
ジ
リ
ジ

リ
４
お
互
い
の
気
持
ち
や
性
格
が

合
っ
て
い
る
。
―
―
が
合
う

５
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
も
ゆ
っ
た

り
ペ
ー
ス
で
走
る

６
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
り
、

人
の
―
―
に
立
つ

７
プ
ー
ル
の
水
の
消
毒
に
使
い

ま
す

２
お
腹
が
す
い
て
眠
れ
な

い
時
に
い
た
だ
き
ま
す

３
傘
や
長
靴
、
か
っ
ぱ
。

空
模
様
を
み
て
準
備
す

る
４
電
車
や
バ
ス
に
乗
る
時

に
払
う

５
果
実
や
野
菜
な
ど
を
砂

糖
と
一
緒
に
煮
詰
め
ま

す 《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（４文字）
忘れずに水分補給！

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
7
月
19
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
737
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ア
マ
ガ
エ
ル
＝
雨
蛙
」

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

ネ

イ
ア
ツ

マ
ツ
チ
ヤ

キ

ガ

オ

エ
ツ
セ
イ

ア
ン
キ

ル
（
弘
　
前
　
市
）
　
齋
藤
　
雪
雄

高
野
　
勝
雄

永
野
　
睦
子

（
黒
　
石
　
市
）
　
種
市
　
有
紗

（
平
　
川
　
市
）
　
岩
井
　
昌
子

（
つ
が
る
市
）
　
佐
々
木
む
子

（
五
所
川
原
市
）
　
葛
西
利
伊
子

（
藤
　
崎
　
町
）
　
中
田
　
眞
弓

（
板
　
柳
　
町
）
　
小
野
　
敦
子

（
鶴
　
田
　
町
）
　
高
橋
　
良
子

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

すくすく

エンジェル
４ヵ月健診のあかちゃんたちです齊藤　凛

りん

ちゃん 石岡　椿
つばき

ちゃん 樋口　瑠
るい

ちゃん 畑山　羽
は な

南ちゃん 吉田　虎
こ た ろ う

太郎ちゃん
生まれてきてくれて
ありがとう♡

堺　珠
す い

唯ちゃん 中村　桜
さ ら

蘭ちゃん 佐々木　結
ゆ い と

絃ちゃん 稲見　澄
すい

ちゃん 石川　千
ち ひ ろ

泰ちゃん
お姉ちゃんと

たくさん遊ぼうね♪
生まれてきてくれて、
ありがとう♡

小田桐　凪
な ぎ

希ちゃん
元気にすくすく育ってね

今　愛
あ り す

姫ちゃん
大きくなったらいっしょに
おでかけいっぱいしようね

元気に大きくなってね お兄ちゃんと仲よく！
元気にすくすく育ってね♡

元気にすくすく育ってね！

ずっと笑顔でいてね♡ お兄ちゃんと
たくさん遊ぼうね♡

生まれてきてくれて、
ありがとう♡

たくましく育ってね♡

当選者は９月号に発表
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＜材料＞10本分
木綿豆腐1丁（400g）　キャベツ200g
茹で枝豆（さやなし）50g
茹でとうもろこし（実のみ）50g
青じそ10枚　ピザ用チーズ20g
塩・こしょう少々　片栗粉大さじ1
春巻きの皮10枚　水溶き小麦粉（小麦
粉大さじ１　水大さじ１）
揚げ油
＜作り方＞
❶木綿豆腐はキッチンペーパーで包
み、重しをして30分置き水切りをする。
❷キャベツは千切りにして耐熱容器に
入れ、軽くラップをして電子レンジ

600Wで約 4 分加熱する。粗熱が取
れたら、水気をしっかり絞っておく。
❸ボールにほぐした豆腐、キャベツ、
枝豆、とうもろこし、片栗粉を入れ、
塩・こしょうをして混ぜ合わせ 10 等
分にする。
❹春巻きの皮に青じそをのせ、その上
に❸とチーズをのせて巻き、巻き終わ
りの端を水溶き小麦粉で止める。
❺巻いた春巻きは焼き色がつくまで中
火で揚げ焼きにする。
※お好みでレモン汁やケチャップなど
でお召し上がりください。

1本分当たりエネルギー　188kcal　塩分　0.7g

　

農
家
の
生
ま
れ
だ
っ
た
の

で
、
蛙
の
声
は
よ
く
聞

き
ま
し
た
。
家
の
前
が

田
ん
ぼ
で
雨
が
降
る
前

に
な
る
と
、
よ
く
雨
蛙

が
鳴
い
た
も
の
で
す
。

今
回
の
パ
ズ
ル
か
ら
、

今
は
な
く
な
っ
た
生
家

を
思
い
出
し
、
昭
和
を

懐
か
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

生
家
を
思
い
出
し
て

生
家
を
思
い
出
し
て

五
所
川
原
市　

片
山
き
り
子

　

い
つ
も
楽
し
み
に
「
読
者
サ

ロ
ン
」「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ

ル
」、
微
笑
ま
し
く

見
て
い
ま
す
。
お
世

話
に
な
っ
て
６
年
く

ら
い
で
す
が
、
母
に

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
は
良
か
っ
た
ナ
ア

と
思
っ
て
毎
回
受
診

を
楽
し
み
に
伺
っ
て

い
ま
す
。

お
世
話
様
で
す

お
世
話
様
で
す

弘
前
市　

碇
谷　

由
委

　

最
近
体
重
が
増
え
て
き
た
の

で
、
朝
新
聞
を
取
る
た
め
に
４

階
か
ら
１
階
ま
で
歩
い
て
行
っ

て
い
る
。
帰
り
は
時
々
４
階
ま

で
階
段
を
使
っ
て
い
る
。
思
う

よ
う
に
体
重
は
減
ら
な
い
。

歩
き
ま
し
ょ
う

歩
き
ま
し
ょ
う

弘
前
市　

工
藤　

内
記

　

季
節
が
春
か
ら
夏
に
移
っ
て

行
き
ま
す
。
傘
寿
を
過
ぎ
て
82

歳
に
な
り
ま
し
た
。
体
力
は
維

持
し
た
い
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
プ
ラ
ス
自
転
車
こ
ぎ
で
す
。

自
慢
の
自
転
車
は
28
イ
ン
チ
、

５
段
変
速
。
帰
宅
し
て
妻
が
コ

ー
ヒ
ー
を
。

自
転
車
こ
ぎ

自
転
車
こ
ぎ

つ
が
る
市　

蝦
名　

憲
英

　

２
歳
の
孫
が
「
カ
エ
ル
」
と

い
う
と
カ
エ
ル
に
な
り
き
っ
て

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い
ま
す 

! 

本
当
に
可
愛
く
て
幸
せ
で

す
。 答

え　

ア
マ
ガ
エ
ル

答
え　

ア
マ
ガ
エ
ル

大
鰐
町　

オ
コ
エ

　

毎
月
楽
し
み
な
「
健
康
」
で

す
。
と
く
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
！　

定
年
後
の
暮
ら
し
、
野

菜
作
り
に
精
を
出
す
毎
日
で
す
。

野
菜
は
手
作
り

野
菜
は
手
作
り

つ
が
る
市　

佐
々
木
む
つ
子

　
“
や
せ
れ
ば
全
て
解
決
！
”

と
い
う
言
葉
を
と
き
ど
き
思
い

出
し
反
芻
し
て
い
ま
す
。
何
年

も
前
、
ま
だ
勤
め
て
い
た
頃

に
、
検
診
結
果
を
見
て
、
お
医

者
さ
ん
が
発
し
た
言
葉
で
す
。

実
行
～
実
現
で
き
ず
に
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
少
し
ず
つ
改
善
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
…
。
な
ん
と
か

し
た
い
‼

や
せ
れ
ば
解
決

や
せ
れ
ば
解
決

五
所
川
原
市　

ゴ
ン
ベ

　

娘
と
ふ
た
り
秋
田
県
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
１
台
の
バ
ス
に

40
人
位
で
す
。
天
気
も
良
く
最

高
で
し
た
。
田
沢
湖
は
見
た
け

ど
辰
子
の
像
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
で
す
。

日
帰
り
旅
行

日
帰
り
旅
行

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

　

毎
年
、
玄
関
前
の
お

花
の
寄
せ
植
え
に
ア
マ

ガ
エ
ル
が
入
居
し
ま

す
。
と
て
も
め
ん
こ
い

で
す
。

入
居
者
さ
ま

入
居
者
さ
ま

平
川
市　

岩
井　

昌
子

　
「
医
師
か
ら
の
紙

ヒ
コ
ー
キ
」
で
、
い

か
に
タ
バ
コ
は
ダ
メ

か
、
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。

医
師
か
ら
の
…

医
師
か
ら
の
…

青
森
市　

も
も
の
マ
マ

　

頭
の
体
操
の
た
め
に
、
読

書
、
数
独
、
パ
ズ
ル
な
ど
を
実

行
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
で
大

変
で
す
が
、
庭
の
松
の
剪
定
を

行
い
ま
し
た
。
ま
あ
ま
あ
成
功

で
し
た
。

剪
定
は
成
功

剪
定
は
成
功

弘
前
市　

齋
藤　

雪
雄

　

庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が

終
わ
り
、
今
イ
チ
ゴ
の
花
が
ま

っ
さ
か
り
‼  

お
い
し
い
イ
チ

ゴ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

イ
チ
ゴ
の
花

イ
チ
ゴ
の
花

弘
前
市　

木
村　

道
子

　

津
軽
平
野
の
田
植
え

も
進
み
、
水
が
張
ら
れ

て
来
た
。
逆
さ
岩
木
山
の
美
し

さ
に
見
と
れ
て
い
る
。

逆
さ
岩
木
山

逆
さ
岩
木
山

鶴
田
町　

高
橋　

良
子

　

先
日
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
周
り
か
ら

は
、
私
の
は
軽
い
方
だ
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
予
防
で
き
る
体
操
と
か

あ
っ
た
ら
知
り
た
い
で
す
。

痛
か
っ
た
～

痛
か
っ
た
～

青
森
市　

あ
じ
さ
い
好
き

　

毎
年
ツ
バ
メ
が
巣
作
り
に
我

が
家
に
来
る
の
で
す
が
、
今
年

は
い
つ
も
よ
り
遅
い
…
と
思
っ

て
い
る
と
、
先
日
よ
う
や
く
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
な

い
と
な
ん
だ
か
心
配
に
な
り
、

元
気
な
姿
が
見
ら
れ
て
嬉
し
く

な
り
ま
す
。

元
気
に
巣
作
り

元
気
に
巣
作
り

黒
石
市　

た
ね
こ

　
「
認
知
機
能
低
下
予
防
」
の

た
め
に
と
、
昨
年
か
ら
「
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
」
を
始
め
ま
し

た
。
77
歳
に
し
て
生
ま
れ
て
初

め
て
「
ダ
ン
ス
」
へ
の
挑
戦
で

す
。
今
は
“
ベ
ー
シ
ッ
ク
”
と

“
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
”
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ど
う
に
か
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

初
挑
戦
の
ダ
ン
ス

初
挑
戦
の
ダ
ン
ス

弘
前
市　

小
山
内
孝
雄

　

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
達
に
野

菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ
た
い

の
で
す
が
、
最
近
野
菜
が
高
く

て
な
か
な
か
手
が
出
ま
せ
ん
。

半
額
シ
ー
ル
を
目
が
け
て
買
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
！

物
価
高
騰
！

板
柳
町　

抹
茶
大
好
き

　

さ
く
ら
ま
つ
り
が

終
わ
り
、
少
し
静
か

に
な
っ
た
弘
前
公
園

で
す
が
、
こ
れ
か
ら

ま
た
季
節
の
植
物
、

花
が
楽
し
み
で
す
。
散
歩
に
行

き
ま
す
よ
。 ご

近
所
な
ん
で
す

ご
近
所
な
ん
で
す

弘
前
市　

パ
ン
ダ

　

気
温
が
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
の
よ
う
に
上
が
っ
た
り
下
が

っ
た
り
。
脊
椎
に
疾
患
を
抱
え

て
い
る
私
に
は
し
ん
ど
い
日
々

で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
温
泉
に

行
っ
た
り
、
夜
早
め
に
布
団
に

入
っ
た
り
…
私
の
場
合
は
機
嫌

よ
く
過
ご
す
こ
と
が
体
調
の
回

復
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

激
し
い
天
気
に

激
し
い
天
気
に

藤
崎
町　

Ｍ
・
Ｎ

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

1人で悩まず正しい対応を学ぼう
◦７月13日（土）

講師：ギャンブル依存症家族の会青森

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

楽しい お料理楽しい お料理 ☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

小山　知織　

夏 野 菜 と 豆 腐 の 春 巻 き

藤代健生病院に通院していない患者様のご家族でも参加可能です。

【
報
告
事
項
】

⃝

５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と

６
月
・
７
月
・
８
月
の
主
な

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合

理
事
会
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
理
事
会
報
告

⃝

第
２
回
役
員
報
酬
審
議
会
報
告

⃝

２
０
２
３
年
度
決
算
監
査
報
告

金
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

第
99
回
通
常
総
代
会
議
案

書
（
案
）

⃝

２
０
２
４
年
度
予
算 

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

第
74
期
役
員
報
酬
の
提
案

⃝

第
99
回
通
常
総
代
会
に
付
議

す
べ
き
事
項
（
再
提
案
）

⃝

役
員
表
彰
規
程
の
変
更
に
つ

い
て

⃝

第
99
回
通
常
総
代
会
議
案
書

⃝

自
由
診
療
料
の
新
設
「
経
口

中
絶
薬
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ
ッ
ク

を
用
い
た
人
工
妊
娠
中
絶
」

⃝

Ⅹ
線
撮
影
装
置
リ
ー
ス
更
新

の
件

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

第
99
回
通
常
総
代
会
関
連

　
１
）�

第
99
回
通
常
総
代
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

　
２
）
特
別
決
議
（
案
）

　
３
）議
事
進
行
一
覧
表（
案
）

⃝

津
軽
保
健
生
協　
２
０
２
４

年
度
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金

ふ
や
し
大
運
動
方
針
（
案
）

【
報
告
事
項
】

⃝

４
月
度
の
主
な
経
過
報
告

⃝

２
０
２
３
年
度
決
算
報
告

⃝

役
員
報
酬
審
議
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

自
由
診
療
料
の
新
設
「
人
工

妊
娠
中
絶
（
Ｍ
Ｖ
Ａ
キ
ッ
ト

使
用
）」

⃝

自
由
診
療
料
の
新
設
「
経

口
中
絶
薬

⃝

自
由
診
療
料
の
新
設
「
５
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ゴ
ー
ビ
ッ

ク
水
性
懸
濁
注
シ
リ
ン
ジ
）」

⃝

２
０
２
４
年
度
夏
季
一
時

5
月
度
臨
時
理
事
会

（
5
月
14
日
）

5
月
度
定
例
理
事
会

（
5
月
28
日
）




